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科ー一学

ユビキタスブイ
全国の海に

2

千
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ

と
さ
れ
る
漠
方
。
西
洋
医
学
に

東
洋
医
学
を
加
え
た
「
統
合
医

療
」
の
可
能
性
を
探
る
厚
生
労

働
省
の
チ
ー
ム
が
発
足
、
あ
ら

た
め
て
注
目
が
集
ま
る
。
漠
方

活
用
に
関
す
る
厚
労
省
研
究
班

（
班
長
・
黒
岩
祐
治
国
際
医
療
福

祉
大
教
授
）
は
、
経
験
の
蓄
槙
か

ら
科
学
的
証
拠
に
基
つ
く
医
療

へ
の
転
換
を
図
る
べ
き
だ
と
の

提
言
を
発
表
。
漠
方
医
の
「
匠

の
技
」
の
正
体
を
明
ら
か
に
す

る
試
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

＿
慶
大
病
院
＿

東
京
都
新
宿
区
の
慶
応
大
病

院
。
渡
辺
賢
治
漠
方
医
学
セ
ン

タ
ー
長
に
促
さ
れ
て
問
診
用
端

末
に
向
か
い
合
う
と
、
モ
ニ
タ

ー
に
質
問
が
表
示
さ
れ
た
。
食

や
睡
眠
な
ど
の
生
活
習
慣
に
加

え
、
冷
え
、
し
び
れ
な
ど
の
症

状
を
部
位
ご
と
に
聞
か
れ
、
そ

の
主
観
的
な
強
度
をOS
1
0

0

の
数
値
で
入
力
し
て
い
く
。

約
2
0
0

の
問
診
情
報
に
医

師
が
下
し
た
診
断
や
漠
方
製
剤

の
処
方
な
ど
を
加
え
、
個
人
が

特
定
さ
れ
う
る
情
報
を
除
い
た

1

千
項
目
以
上
の
デ
ー
タ
を1

人
分
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
ベ

5

千
人
分
以
上
の
デ
ー
タ
が
蓄

積
さ
れ
て
き
た
。

「
漢
方
は
、
患
者
の
体
質
な

ど
に
合
わ
せ
て
治
療
法
を
調
整

す
る
個
別
化
医
療
だ
」
と
渡
辺

セ
ン
タ
ー
長
は
解
説
す
る
。
目

の
前
の
患
者
を
、
体
質
や
生
活

環
境
な
ど
が
似
た
過
去
の
患
者

た
ち
と
比
較
し
な
が
ら
、
見
立

て
と
治
療
法
を
選
択
す
る
ー
。

こ
ん
な
方
法
論
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
再
構
成
す
る
に
は
、
ま

ず
症
状
、
診
断
、
治
療
を
く
ま

な
く
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
集
め
た
デ
ー
タ
の

解
析
を
担
う
の
は
、
東
京
大
医

科
学
研
究
所D
N
A
情
報
解
析

分
野
の
宮
野
悟
教
授
、
井
元
清

哉
准
教
授
ら
だ
。

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
初

診
の
患
者
が
、
慶
大
病
院
式
の

漠
方
で
症
状
が
改
善
す
る
確
率

の
計
算
。
確
率
が
高
け
れ
ば
治

療
に
入
り
、
低
け
れ
ば
別
の
方

法
が
な
い
か
模
索
す
る
な
ど
、

}
"
邊
魔う

歪

ず
卜
督

漢
方
問
診
シ
ス
テ
ム
を
操
作
す
る
渡
辺
賢

治
漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー
長

は
こ
だ
て
未
来
大
は
、
独
自
開
発
の
多
数
の
小
型
プ
イ
に
よ
る
全
国
的
な
水
温
計
測
ネ

四
『
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
よ
う
と
、
東
京
農
大
な
ど
と
の
協
力
で
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
（
ど
こ
で

も
）
プ
イ
計
画
」
を
進
め
て
い
る
。
沿
岸
に
常
時
浮
か
ん
だ
ブ
イ
か
ら
携
帯
電
話
の
基
地
局
網
を

介
し
て
デ
ー
タ
を
送
受
信
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
情
報
を
共
有
す
る
仕
組
み
。
水
温
が

急
激
に
変
化
し
た
場
合
な
ど
に
敏
感
に
察
知
し
て
操
業
に
役
立
て
る
狙
い
で
、
道
内
や
沖
縄
で
導

入
が
始
ま
っ
た
。
（
編
集
委
員
平
原
雄
一
）

問診、処方情報
5 千人分蓄積 症状改善の確率計算

漢
方
医
の
「
技
」数
値
化
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し

留
萌
沖
に
設
置
さ
れ
た
ユ
ピ
キ

タ
ス
プ
イ

水
深
5
0認
ま
で
計
測

治
療
方
針
決
定
の
一
助
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

「
足
の
冷
え
」
を
例
に
と
れ

ば
、
1
2
0

近
い
問
診
項
目
か

ら
、
冷
え
と
関
係
が
深
い
3
5
項

目
を
数
学
的
な
方
法
で
選
抜
゜

こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
対
象

の
患
者
と
回
答
傾
向
が
似
た
別

の
患
者
の
治
療
記
録
を
比
較
し

改
善
が
見
込
め
る
か
判
断
す

る
。
こ
こ
で
治
療
効
果
が
期
待

で
き
る
と
さ
れ
た
人
の
9
1
%

が
、
実
際
に3
カ
月
後
の
症
状

改
普
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。

問
診
デ
ー
タ
か
ら
診
断
を
つ

け
る
試
み
も
行
っ
た
。
漠
方
医

学
で
は
体
質
や
症
状
を
総
合
し

て
「
証
」
と
い
う
診
断
を
つ
け
る

が
、
線
が
細
い
「
虚
証
」
と
体

格
の
い
い
「
実
証
」
を
計
算
で
判

別
す
る
と
実
際
に
医
師
が
つ
け

た
判
断
と8
7％
一
致
。
医
師
の

診
断
支
援
に
つ
な
が
る
か
も
し

れ
な
い
。
井
元
准
教
授
は
「
漠

方
医
学
が
数
式
に
乗
せ
ら
れ
る

こ
と
が
証
明
で
き
た
」
と
手
応

え
を
語
る
。.. 

慶
大
病
院
単
独
で
行
っ
て
い

た
こ
の
研
究
は
本
年
度
か
ら
本

州
、
九
州
の
1
0
施
設
に
拡
大
す

る
。
よ
り
多
く
の
デ
ー
タ
を
集

め
れ
ば
予
測
の
精
度
ア
ッ
プ
が

見
込
め
る
た
め
だ
。

患
者
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
活
用
＾

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
渡
辺

セ
ン
タ
ー
長
は
「
患
者
の
医
療

9
‘
情
報
を
患
者
に
還
元
し
た
い
。

『
玉

将
来
的
に
は
携
帯
端
末
か
ら
自

し
・A
.

分
に
合
っ
た
治
療
を
探
せ
る
よ

う
な
仕
組
み
に
し
て
い
け
れ

ば
」
と
話
し
て
い
る
：

米で新属新種の翼竜化石

｀冑塁l
大分の白キ

翌笠眉胃斐
ルたはの州
゜新地の

｝同属層約
州新で 9

がの種見 5
こ南でつ 0
のメあか。
ほソるつ万

漁
業
と
水
温
は
密
接
な
関

係
が
あ
り
、
ホ
タ
テ
漁
で
は

選
別
作
業
の
た
め
い
っ
た
ん

陸
揚
げ
ず
る
際
、
急
激
な
水

温
変
化
で
体
力
が
弱
っ
て
い

る
と
、
へ
い
死
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
。
漁
業
関
係
者
の

間
で
は
「
一
定
の
水
潟
以
上

に
上
が
る
と
コ
ン
プ
に
寄
生

虫
が
付
き
や
す
い
」
「
サ
ケ
は

あ
る
水
温
以
下
に
な
る
と
沿

岸
に
近
寄
っ
て
来
る
」
な
ど

の
影
響
も
知
ら
れ
て
い
る
。

ユ
ビ
キ
タ
ス
プ
イ
は
未
来

大
の
和
田
雅
昭
准
教
授
（
水

産
科
学
）
が
中
心
と
な
り
、

6

年
前
か
ら
セ
ン
サ
ー
な
ど

の
研
究
を
開
始
。
完
成
し
た

プ
イ
は
、
海
面
か
ら
突
き
出

た
部
分
が
高
さ
約1
5
0

賃
全
体
重
量
は
約
1
0
ヂ
で
、
‘

官
公
庁
が
保
有
し
て
い
る
従

来
形
の
海
洋
観
測
ブ
イ
に
比

べ
大
幅
に
小
型
化
し
た
。

水
深
約
5
0
認
ま
で
最
大
1
6道内、沖縄に設置*沿i召と｛ヒ箸そ矢＂ 漁業に活用

層
の
濫
度
を
測
る
こ
と
が
で

き
、
測
定
は0.
2

度
刻
み
。

セ
ン
サ
ー
が
作
動
す
る
時
間

の
間
隔
は
任
意
の
設
定
が
可

能
で
、
沖
合
約
1
5
キ
ロ
ま
で
な

ら
デ
ー
タ
が
届
く
と
い
う
。

価
格
は
約
5
0
万
円
で
、
設

置
後
の
経
費
負
担
は
毎
月
3

千
円
の
通
信
費
程
度
で
済

む
。
機
器
を
動
か
す
リ
チ
ウ

ム
バ
ッ
テ
リ
ー
や
乾
電
池
の

寿
命
は1
、

2

年
間
持
つ
。

主
に
道
南
や
道
東
の
各
漁

協
の
ほ
か
、
サ
ン
ゴ
礁
の
保

全
に
関
心
を
持
つ
沖
縄
県
の

ダ
イ
ビ
ン
グ
協
会
が
ユ
ビ
キ

タ
ス
プ
イ
を
既
に
導
入
し
、

現
在
約
2
0
埜
が
試
験
連
用

中
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
い

つ
で
も
全
国
の
水
温
変
化
の

状
況
を
把
握
で
き
る
。

今
年
2

巷
の
プ
イ
を
導
入

し
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
雄

武
漁
協
。
ホ
タ
テ
稚
貝
の
養

殖
な
ど
を
手
が
け
る
片
川
真

博
青
年
部
長(
2
9
)
は
「
船
に

付
い
て
い
る
温
度
計
は
海
の

表
面
し
か
計
れ
な
い
の
に
対

し
、
こ
の
ブ
イ
は
海
中
も
計

測
で
き
る
。
深
い
と
こ
ろ
に

米テキサス州で見つかった翼竜の

あごの化石（南メソジスト大提供）

サ
ケ
の
定
麿
網
な
ど
に
携

わ
る
新
星
マ
リ
ン
漁
協
（
留

萌
）
の
祐
川
博
樹
理
事(
4
5
)

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
点
を
説

く
。
「
漁
師
に
と
っ
て
水
福

は
重
要
。
出
漁
を
見
柩
め
る

判
断
材
料
に
な
り
、
水
揚
げ

量
に
も
直
結
す
る
。
ま
た
、

昔
か
ら
言
わ
れ
て
き
た
サ
ケ

の
来
遊
時
期
と
温
度
と
の
か

か
わ
り
や
、
降
雨
で
川
の
水

が
流
れ
込
み
海
水
涸
が
変
化

す
る
推
移
も
実
際
に
確
か
め

ら
れ
る
は
ず
」
．

ュ
ビ
キ
タ
ス
ブ
イ
は
本
年

度
、
文
部
科
学
省
の
補
助
金

約
1
5
0
0

万
円
で
機
器
を

改
善
す
る
計
画
だ
。
和
田
准

教
授
は
「
塩
分
や
海
流
の
向

き
、
速
度
な
ど
を
計
測
し
た

り
、
将
来
的
に
は
太
陽
光
で

も
作
動
す
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い

る
。 「

水
揚
げ
量
に
直
結
」

骨
は
薄
く
繊
細

ど
、
専
門
誌
に
発
表
し
た
。

化
石
が
見
つ
か
っ
た
の
は
高
速
道

路
に
近
い
丘
陵
の
山
腹
に
あ
る
、
軟

ら
か
く
も
ろ
い
地
層
。20
0
6

年

に
あ
ご
の
骨
が
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
見

つ
か
り
、
発
見
者
の
名
前
に
ち
な
み

「
ア
エ
ト
ダ
ク
テ
ィ
ル
ス
・
ハ
リ
」

と
名
付
け
ら
れ
た
。
あ
ご
の
長
さ
は

3
8
.
4巧
。
骨
は
薄
く
繊
細
で
、
厚

さ
が
最
大
で
も1
坊
租
度
と
ほ
か
に

は
な
い
特
徴
を
備
え
て
い
た
。
5
4
本

の
細
長
く
と
が
っ
た
歯
が
あ
っ
た
と

み
ら
れ
る
。

こ
の
翼
竜
は
、
翼
の
全
長
が
約
3

認
と
推
定
さ
れ
、
海
の
浅
瀕
だ
っ
た

場
所
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
海
の
上
を
飛
ん
で
、
海
中
に
入

っ
て
魚
を
捕
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
み
ら
れ
る
。

冷
水
塊
が
入
り
、
表
面
と
こ

ん
な
に
水
温
が
違
う
も
の

か
、
と
驚
く
こ
と
も
あ
る
」

と
話
す
。

心ずトピ呪フス

●北大電子科学研が研究を
一般公開北大電子科学研究
所が取り組んでいる研究の一
般公開が 6 月 5 日午前10時～
午後 5 時、北大中央キャンパ
ス総合研究棟 1 、 2 号館（札
幌市北区北12西 6) で行われ
る。体験型の展示や実演を通
して、市民に最先端の科学技
術に触れてもらう。 • 
北大祭に合わせた企画。目

玉は、下村脩氏のノーベル化
学賞受賞で有名になったオワ
ンクラゲなどの展示。不思議
な化学発光の様子を観察でき
る。同研究所の18の研究分野
から、粘菌を使った迷路、洗剤
などから作る巨大シャボン玉
などを紹介する。同研究所の
教授 3 氏によるサイエンスト
ーク（午後 1 時30分～ 3 時30
分）も同会楊である。無料。問

い合わせは同研究所穴011•7
06 • 9434へ。
♦最深の熱水噴出孔を発見
カリプ海にあるケイマン海

溝の水深 5 千邸の海底で、熱
水が噴出しているのを英国の
調査チームが見つけた。これ
までで最も深く、新種の生物
が潜んでいる可能性があると
いう。
豊富なミネラルを含み、煙
のように嗅き上げる熱水の高
さは建物 2 階分に相当。水温

は400度と鉛を溶かすほどの
高濫だが、地上の500倍もの
水圧がかかっているため沸騰
しない。
「熱水の周囲には、さまざ

まな色彩の鉱物の塔と、青い
蛍光色を発する微生物の集ま
りがあり、まるで別世界」と
研究者。深海の微生物から生
命の起源を探る手掛かりが得
られるのではと期待してい
る。 . （AP＝共同）
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